
 

 

 

 

 

 
 

 

読書って本当に大切なの？ 

～国語の力と読書との関係～ 

伊達西小学校長 阿 部 聖 司 

 

10 月 26～28 日には学習発表会が予定されており、

子どもたちはよりよい発表にしようと一生懸命に練

習しています。先週の異学年交流では他の学年の子た

ちに発表を見てもらい、熱のこもったステージを披露

することができました。本番に向けてさらによりよい

ものにしようと最後の仕上げに入っています。 

さて、10 月 27 日から 11 月 9 日までの 2 週間は、

「読書週間」として設定され、読

書により親しむ期間となってい

ます。子どもたちの読書活動に

ついては、学校での朝読書やす

きま読書の時間はそれぞれ熱心

に本を読んでいる様子がうかが

えます。しかし、家庭を含めたト

ータルの読書時間・読書量で考えると、毎年行ってい

る学校評価アンケートの結果からも、不足しているこ

とが分ります。 

ところで、なぜ読書が大切だと言われているのでし

ょうか。本当に読書って必要なのでしょうか。 

私は管理職になるまでの 22 年間、中学校で国語の

教師をしていました。そのころ子どもたちや保護者の

方から、「先生、国語の勉強って漢字以外にどんな勉強

をしたらいいの？」「国語の力をつけるにはどんな勉

強をしたらいいんですか？」という質問を受けました。 

もちろん、中学生は高校入試を控え、入試で点数を

取るための学力を前提に質問されることがほとんど

です。受験で求められる国語力と、実生活で求められ

る国語力とは全く等しいとは言えませんが、将来的に

身に付けておかなければならない国語の知識や技能、

理解力、表現力は、テストでも問われます。 

入試に向けて、ある程度点数を伸ばすためのテクニ

ックのようなものはもちろんありますが、総合的な

「国語力」として大きくとらえたとき、「考える」「感 

じる」「想像する」「表す」力であり、言葉を中心とし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

た情報をうまく使いこなす力が「国語力」の中心です。

そして、それを支えるのが、「国語の知識」であったり、

生活や学習の中で培われてきた「教養」や「価値観」

「感性」といった部分であったりします。 

すなわち、相手が伝えたいことや、身の回りにある

情報について考え、正しく理解し、分析し、判断する

ことができるようになること。何かを見たり聞いたり、

読んだりしたことから感じ取ったり、また自分の考え

を整理し、わかりやすく伝えることが大切であること

がわかります。 

そうしたことができるようになるためには、まずは

言葉をたくさん知り、その言葉を適切に使えるように

なることが必要です。そのために、小さなころからた

くさんの言葉を学び、「聞く力」「読む力」を身に付け、

「聞き取る・読み取る（理解する）力」を高めていき

ます。そして、「書くこと（文章などで表現すること）」

「話すこと（言葉で表現すること）」の基礎となる「国

語の知識」を増やしていきます。 

ここまで読んでいただいて、きっとお気づきの方も

多いのではないでしょうか。国語の力をつけるのは、

一朝一夕（いっちょういっ

せき）にはいきません。毎日

の授業の積み重ねが大切で

す。そして、国語力を高める

上でとても大切になってく

るのが読書です。いろいろ

な文章を読むことにより、

考えたり、感じたり、想像し

たり、知識を得たりしながら、国語の力を少しずつ高

めていくことにつながります。 

受験の話に戻りますが、「テストで時間がなくて、問

題を最後まで解けなかった。」という話をよく耳にし

ます。読書量を増やすことによって、読むスピードを

アップさせる効果もあります。 

国語力を上げるためにも、そして受験の際に苦労し

ないためにも、小学校のうちから読書習慣を身に付け

る取組を一緒にしていきませんか。 

（本文は、長和小学校で掲載した学校便りの巻頭言の

内容を一部再掲しております。） 

【令和４年１０月２５日】伊達市立伊達西小学校 学校だより No.８  

強い子ども 

正しい子ども 

仲よくする子ども 

考える子ども 

 

人間の生命を尊び、生活力逞しく、自主と創意溢れる、教養豊かな人間の形成～確かな基礎形成を目指す全人教育～ 

伊達西小の教育目標 

 

Datenishi   ★ほしとり★ 
Mascot character 

Since 2021 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日（火） 全校朝会 北海道教育の日 

２日（水） 読み聞かせ（２年生）図書ボランティア 

３日（木） 文化の日 

７日（月） 防犯教室（１・４年生） 

８日（火） 光陵中出前授業（６年生） 

      食指導（４年生） 

１１日（金） 食指導（２年生） 

       高齢者体験学習（５年生） 

１２日（土） 胆振西部 PTA連合会研究大会 

１５日（火） 居住地校交流（３年１組） 

       認知症サポーター養成講座（５年生） 

１６日（水） 読み聞かせ（１・６年生） 

       図書ボランティア 

認知症サポーター養成講座（６年生） 

伊達市美術・書道展（～２７日） 

１８日（金） 給食なし ※市内の研修会のため 

２１日（月） ノーメディアデー 

２３日（水） 勤労感謝の日 

２４日（木） 出前授業（２年生 感染症予防） 

       縄跳び記録会（３年生） 

       学校運営協議会 

２５日（金） 縄跳び記録会（４年生） 

出前授業（５年生 手話講座） 

       食指導（星の子４組） 

２８日（月） 専門委員会 図書返本週間（～１２／２） 

       縄跳び記録会（５年生） 

２９日（火） １年生リモート授業 

※１年生１２時３０分下校 

縄跳び記録会（２年生） 

食指導（６年生） 

３０日（水） 読み聞かせ（２年生） 

       縄跳び記録会（１年生） 

 １９日から２日間、登別明日中等教育学校から５

回生（高校２年生）１名 

が３年２組でインターン 

シップを行いました。 

 積極的に担任の授業の 

補助をしたり休み時間に 

は子どもたちと元気に遊 

んだりするなど、教員と 

して必要な知識や技能を主体的に学んでいました。 

６年生が無事に修学旅行を終えてきました。 

１日目は大沼でアイスクリームをつくったり、五

稜郭タワーから函館の街並みを眺めたりしました。 

また、楽しみにしていた函館山からの夜景は、日

没までまだ時間があり、山頂からは見ることができ

なかったようですが、下りのバスの中からよく見え

てとても感動したようです。 

２日目はグループごとに自主研修を行いました。

みんなで協力して、すべてのグループがゴール地点

に無事に到着することができました。全員が参加し

た素晴らしい修学旅行になりました。 

 

 長年、皆様から愛されてきたうさぎの「すみれちゃん」ですが、この度、１０月をもっ

て西小学校から「卒業」することになりました。 

 理由としては様々ありますが、主なものとしては「白内障やくしゃみなど、高齢に伴う

疾患がいろいろ見られるようになってきたこと」や「気温の変化に上手に適応できなくな

ってきており、飼育生活が苛酷になってきたこと」などです。うさぎの平均寿命は７年く

らいと言われています。今後はよりストレスの少ない別の環境で生活させていく予定です。 

 ４日、１・２年生のケータイ・スマホ安全教室を

行いました。本校では今年度から、全学年でケータ

イ・スマホ安全教室を行っています。 

 ＫＤＤＩから講師をお 

招きし、低学年ではケー 

タイ・スマホの使用にか 

かわる基本的なトラブル 

防止について理解を深め 

ました。ご家庭でもぜひ 

話題にしてみてください。 


